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新
た
に
起
業
を
目
指
す
活
力
あ
る
元
気
な

者
の
観
光
拠
点
地
の
商
業
活
動
へ
の
参
入
環

境
づ
く
り
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
拠
点
地

の
更
な
る
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
場
を
つ
く
り
、

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
周
防

大
島
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
（
道
の

駅
）
構
内
で
実
施
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
使
用
者
の
募
集
を
し
ま
す
。

■
事
業
主
体
・
管
理
責
任
者

　

商
工
観
光
課
・
周
防
大
島
町
総
合
交
流
タ
ー

ミ
ナ
ル
指
定
管
理
者

■
名
称

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
道
の
駅
サ
ザ
ン
セ

ト
と
う
わ

■
場
所

　

周
防
大
島
町
西
方
１
９
５
８
‐
７
７

■
募
集
店
舗
数

　

５
店
舗
（
１
店
舗
当
た
り
９
・
９
４
㎡
）

■
募
集
業
種

　

店
舗
に
お
い
て
商
品
の
販
売
ま
た
は
飲
食

も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23
年
法
律

第
１
２
２
号
）
第
２
条
（
第
13
条
第
４
号
を
除

く
）
に
規
定
す
る
営
業
を
除
き
ま
す
。

■
使
用
開
始
予
定

　

令
和
９
年
４
月
以
降

■
使
用
料
（
建
物
等
）

　

月
額
１
万
２
０
０
０
円
（
消
費
税
を
含
む
）

※�

使
用
料
、
水
道
料
、
電
気
料
、
下
水
道
料
、

汚
水
桝
（
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
）
清
掃
費
は

道
の
駅
「
指
定
管
理
者
」
に
納
入
。

■
使
用
期
間

 

・�

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
使
用
期
間
は
２

年
間
と
し
ま
す
。（
令
和
９
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
11
年
２
月
28
日
ま
で
）

 

・�

使
用
者
の
申
請
に
よ
り
町
長
が
必
要
と
認

め
た
と
き
は
、
最
大
で
２
年
間
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

⑴
新
規
起
業
者
で
あ
る
こ
と

⑵�

周
防
大
島
町
に
住
所
を
有
す
る
人
（
応
募

時
に
周
防
大
島
町
外
の
住
所
で
あ
っ
て
も
、

使
用
承
認
後
、
周
防
大
島
町
内
に
住
民
票

を
移
す
こ
と
が
で
き
る
人
）

⑶
個
人
、
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
法
人

⑷
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑸�

申
込
者
ま
た
は
関
係
者
が
、
暴
力
団
員
に

よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
３
年
法
律
第
77
号
）
第
２
条
第

６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑹�

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
４
第

１
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
人

⑺�

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
４
第

２
項
各
号
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事

実
が
あ
っ
た
後
２
年
を
経
過
し
な
い
人
で

な
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
を
代
理
人
、

支
配
人
そ
の
他
の
使
用
人
と
し
て
使
用
す

る
人
で
な
い
こ
と

⑻�

民
事
再
生
法
第
21
条
第
１
項
ま
た
は
第
２

項
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
き
開
始
の
申

し
立
て
を
し
て
な
い
人
ま
た
は
申
し
立
て

を
な
さ
れ
て
い
な
い
人

⑼�

会
社
更
生
法
第
17
条
第
１
項
ま
た
は
第
２
項

の
規
定
に
よ
る
更
正
手
続
開
始
の
申
し
立
て

を
し
て
い
な
い
人
ま
た
は
更
正
手
続
き
開
始

の
申
し
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
人

⑽�

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
道
の
駅
サ
ザ
ン
セ

ト
と
う
わ
の
現
出
店
者
お
よ
び
過
去
の
出

店
者
で
な
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
を
代

理
人
、
支
配
人
そ
の
他
の
使
用
人
と
し
て

使
用
す
る
人
で
な
い
こ
と

⑾�

町
、
周
防
大
島
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
指

定
管
理
者
の
指
示
ま
た
は
要
請
に
、
正
当
な

理
由
な
く
協
力
し
な
い
人
で
な
い
こ
と

■
応
募
書
類

⑴
使
用
申
請
書

⑵
事
業
計
画
（
企
画
）
書

⑶
収
支
予
算
書

⑷
団
体
等
調
書
（
グ
ル
ー
プ
・
法
人
の
場
合
）

※�

様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑸
納
税
証
明
書（
滞
納
が
な
い
こ
と
の
証
明
書
）

■
申
し
込
み
方
法

　

直
接
お
届
け
く
だ
さ
い
。（
原
則
郵
送
不
可
）

※�

申
し
込
み
時
点
で
遠
方
に
居
住
し
て
い
る

等
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
申
込
書
類
の
持

参
が
困
難
な
場
合
は
、
事
前
に
商
工
観
光

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
会
で
応
募
者
と
面
談
を
行
い
、
選

考
基
準
に
達
し
た
上
位
５
人
を
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
使
用
者
と
し
て
承
認
し
ま
す
。（
選

考
委
員
会
は
９
月
上
旬
～
中
旬
頃
開
催
予
定
）

な
お
応
募
者
が
５
人
の
み
の
場
合
も
選
考
基
準

に
達
し
な
い
人
は
不
承
認
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
間

　

８
月
21
日
㈮
ま
で

　

平
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

申
し
込
み
期
間
終
了
後
は
、
い
か
な
る
理

由
が
あ
っ
て
も
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※�

新
規
起
業
者
の
取
扱
い
、
そ
の
他
募
集
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
商
工
観
光
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４
（
久
賀
庁
舎

２
階
）

　

商
工
観
光
課 

公
共
施
設
管
理
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
３

道
の
駅
サ
ザ
ン
セ
ト
と
う
わ

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

▲道の駅サザンセトとうわ

町ホームページ
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周
防
大
島
町
公
共
下
水
道
の
一
部
区
域
（
西

方
）
が
７
月
１
日
に
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

使
用
で
き
る
予
定
区
域
は
、
図
の
赤
い
エ
リ
ア

の
と
お
り
で
す
。

　

詳
細
な
場
所
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て

　

建
物
の
所
有
者
は
、
公
共
下
水
道
が
整
備

さ
れ
、
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
（
供
用
開

始
の
告
示
が
行
わ
れ
る
）
と
、
下
水
道
に
接

続
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
下
水
道
法
第
10
条
第
１
項
、
同
法
第
11
条
の

３
第
１
項
）

◆
下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工

事
（
排
水
接
続
工
事
）
に
か
か
る
手
続
き
の

流
れ

⑴
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
へ
見
積
依
頼

　

指
定
工
事
店
等
の
情
報
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
く
ら
し
の
情
報
→
上
下
水
道
→
下

水
道
の
一
覧
→
下
水
道
供
用
開
始
後
の
必
要

な
手
続
き
等
に
つ
い
て
【
ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
検
索
・

２
７
０
３
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
不
明

な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
内
外
で
業
者
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

２
社
以
上
か
ら
見
積
も
り
を
徴
収
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

⑵�
接
続
工
事
の
契
約
締
結
・
排
水
設
備
計
画

確
認
申
請

　

施
工
方
法
や
費
用
な
ど
十
分
な
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、
指
定
工
事
店
と
契
約
し
て
く
だ

さ
い
。
指
定
工
事
店
が
書
類
を
作
成
し
、
町

に
提
出
し
ま
す
。

※
供
用
開
始
日
以
後
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
が
一
部
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た

新規供用開始区域

供用開始済区域
指定工事店等の情報
（町ホームページ）

☆�

美
し
い
自
然
と
快
適
な
生
活
環

境
を
守
る
た
め
、
下
水
道
へ
の

早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

西方

⑶
排
水
設
備
確
認
書
の
交
付

　

町
が
申
請
書
類
を
確
認
し
、
申
請
者
に
確

認
書
を
交
付
し
ま
す
。

⑷
工
事
着
手
届
・
工
事
完
了
届
の
提
出

　

町
に
着
手
届
を
提
出
し
、
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
工
事
完
了
後
、
町
に
完
了
届
を
提
出

し
ま
す
。

⑸
工
事
完
了
検
査
・
工
事
検
査
済
証
の
交
付

　

申
請
者
立
ち
会
い
の
も
と
、
排
水
設
備
の

完
了
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
完
了
検
査
後
、

町
か
ら
検
査
済
証
を
交
付
し
ま
す
。

⑹
下
水
道
使
用
開
始
届

　

町
に
使
用
開
始
届
を
提
出
し
、
下
水
道
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課 

下
水
道
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
１
４
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介
護
保
険
負
担
限
度
額
の
認
定

　

介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
は
、
居

住
費
と
食
事
の
全
額
を
本
人
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
次
の
要
件

を
満
た
す
人
に
つ
い
て
、
本
人
負
担
額
の
上

限
を
定
め
、
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象
者

　

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

⑴�

配
偶
者
が
別
世
帯
の
場
合
、
配
偶
者
も
市

町
村
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

⑵�

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
預
貯
金
等
が
基
準

額
以
下
で
あ
る
こ
と

【
預
貯
金
等
の
基
準
額
】

　

年
金
収
入
等
（
非
課
税
年
金
（
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
等
）
を
含
む
公
的
年
金
等
収
入
金

額
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
）
の
年
額
が

⑴�

80
万
９
千
円
※
以
下
の
場
合
、

　

単
身
６
５
０
万
円
、
夫
婦
１
６
５
０
万
円

⑵�

80
万
９
千
円
※
超
１
２
０
万
円
以
下
の
場
合
、

単
身
５
５
０
万
円
、
夫
婦
１
５
５
０
万
円

⑶�

１
２
０
万
円
超
の
場
合
、
単
身
５
０
０
万
円
、

夫
婦
１
５
０
０
万
円

⑷�

２
号
被
保
険
者
の
場
合
、単
身
１
０
０
０
万
円
、

夫
婦
２
０
０
０
万
円

※�

令
和
８
年
８
月
か
ら
82
万
６
千
５
０
０
円

に
変
更

手
続
き

　

こ
の
軽
減
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。
介
護
保
険
課
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
・
出
張
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
申
請
の
際
に
は
、
預
貯
金
通
帳

等
の
写
し
（
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
有
す

べ
て
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担
軽
減

　

山
口
県
知
事
、
周
防
大
島
町
長
に
社
会
福

祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担
軽
減
実
施
の

申
し
出
を
し
た
施
設
等
で
提
供
す
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
、
利
用
者
負

担
額
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象
者

　

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

⑴�

年
間
収
入
が
、
単
身
世
帯
で
１
５
０
万
円

以
下
、
世
帯
員
１
人
増
え
る
ご
と
に
50
万

円
を
加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と

⑵�

預
貯
金
の
額
が
、
単
身
世
帯
で
３
５
０
万

円
以
下
、
世
帯
員
１
人
増
え
る
ご
と
に

１
０
０
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る

こ
と

⑶�

日
常
生
活
の
た
め
に
必
要
な
資
産
以
外
に
利

用
し
得
る
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と

⑷�

負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養
さ
れ
て

い
な
い
こ
と

⑸�

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

 

・�

介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）

 

・�

短
期
入
所
生
活
介
護
、
通
所
介
護
、
訪
問

介
護

※�

利
用
者
負
担
軽
減
実
施
の
申
し
出
を
し
た

社
会
福
祉
法
人
等
が
運
営
す
る
施
設
等
に

限
り
ま
す
。

負
担
軽
減
の
割
合

 

・�

利
用
者
負
担
額
は
、１
割
自
己
負
担
、食
費
、

居
住
費
ま
た
は
滞
在
費
の
１
０
０
分
の
25

 

・�

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
利
用
者
負
担
額

は
、
１
割
自
己
負
担
、
食
費
、
居
住
費
ま

た
は
滞
在
費
の
１
０
０
分
の
50

手
続
き

　

こ
の
軽
減
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。
介
護
保
険
課
ま
た
は
、
各
総

合
支
所
・
出
張
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課 

介
護
保
険
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
３

介
護
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
の
子
ど
も
の

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
未
就
学
児
（
6
歳
に
達

す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31
日
以
前

で
あ
る
被
保
険
者
）
に
か
か
る
国
民
健

康
保
険
税
の
均
等
割
額
の
5
割
を
軽
減

し
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
が
対

象
で
す
。

　

ま
た
、
前
年
の
所
得
が
一
定
基
準
以

下
の
世
帯
で
、
均
等
割
額
の
軽
減
が
適

用
と
な
る
場
合
は
、
そ
の
適
用
後
の
均

等
割
額
よ
り
更
に
５
割
軽
減
し
ま
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
（
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
以
前
で
あ
る

人
）
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
に
係
る
均
等
割
額
が
全
額
軽
減

さ
れ
ま
す
。

※�

条
件
に
該
当
す
る
場
合
、
自
動
的
に

軽
減
判
定
の
対
象
と
す
る
た
め
、
申

請
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課 

課
税
第
１
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
８
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周
防
大
島
町
で
は
、
子
ど
も
が
一
人
で

も
安
心
し
て
無
料
も
し
く
は
低
額
で
食
事

の
で
き
る
「
島
の
こ
ど
も
食
堂
」
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
食
堂
は
子
ど
も
た
ち
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
来
て
い
る
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
、
居
場
所
づ
く
り
の
場
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
東
和
地
区
協
議
会
で
は
、
道

の
駅
サ
ザ
ン
セ
ト
と
う
わ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
で
毎
月
一
回
開
催
さ
れ
る
こ
ど

も
食
堂
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
家
庭

と
地
域
を
結
ぶ
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
成
長
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

民
生
福
祉
班

　

☎
０
８
２
０
（
77
）
５
５
０
５

▲道の駅サザンセトとうわでの活動の様子

民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
紹
介

（
東
和
地
区
協
議
会
）

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
対
象
者
の
医

療
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
医
療
保
険
の
自
己

負
担
額
を
公
費
で
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
（
県
制
度
）
の
一
部
負
担
金
（
入
院

２
０
０
０
円
、
通
院
１
０
０
０
円
）
お
よ
び

ち
び
っ
子
・
中
学
生
・
高
校
生
等
医
療
費
助

成
（
町
制
度
）
の
自
己
負
担
額
は
、
米
軍
再

編
交
付
金
を
活
用
し
て
、
県
内
医
療
機
関
で

の
窓
口
負
担
を
な
く
し
て
い
ま
す
。

　

受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

対
象
要
件
を
事
前
に
確
認
で
き
る
人
に
つ
い

て
は
、
更
新
手
続
き
を
省
略
し
、
７
月
下
旬

に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
今
お

使
い
の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31

日
ま
で
に
な
り
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら

は
新
し
い
受
給
者
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
の
人
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
（
県
制
度
）

⑴
年
齢
要
件

　

０
歳
～
小
学
校
就
学
前
ま
で

⑵
所
得
要
件

　

税
額
控
除
（
配
当
控
除
、
外
国
税
額
控
除
、

調
整
控
除
）
前
の
市
町
村
民
税
所
得
割
額

13
万
６
７
０
０
円
以
下
の
世
帯
（
父
母
の
合

算
額
）

※�

年
少
扶
養
控
除
廃
止
前
の
旧
税
額
を
計
算

し
て
所
得
要
件
を
判
定
し
ま
す
。

ち
び
っ
子
医
療
費
助
成
制
度
（
町
制
度
）

⑴
年
齢
要
件

　

０
歳
～
小
学
校
６
年
生
ま
で
（
未
就
学
児

は
、
県
制
度
非
該
当
の
人
）

⑵
所
得
要
件

　

な
し

高
校
生
等
医
療
費
助
成
制
度
（
町
制
度
）

 

・
対
象
と
な
る
人

⑴
年
齢
要
件

　

周
防
大
島
町
に
住
民
票
の
あ
る
高
校
生
年

代
（
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
23
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人
）

⑵
所
得
要
件

　

な
し

※�

婚
姻
、
就
職
等
に
よ
り
保
護
者
の
扶
養
か

ら
外
れ
た
場
合
は
対
象
外
で
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
（
県
制
度
）

⑴
世
帯
要
件

 

・�

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
養
育
す
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
お
よ
び
当
該

児
童

 

・�

父
母
の
い
な
い
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

⑵
所
得
要
件

　

市
町
村
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
（
同
居

の
父
母
等
の
課
税
額
も
対
象
で
、
世
帯
が
別

で
も
実
態
が
同
居
の
場
合
は
、
同
一
世
帯
と

見
な
し
ま
す
。）

※�

年
少
扶
養
控
除
廃
止
前
の
旧
税
額
を
計
算

し
て
所
得
要
件
を
判
定
し
ま
す
。

※��

父
母
の
令
和
８
年
度
住
民
税
等
の
申
告
が

必
要
で
す
。（
収
入
が
な
い
人
も
申
告
が
必

要
で
す
。）

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
６
月

に
更
新
申
請
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

福
祉
課
ま
た
は
最
寄
り
の
支
所
・
出
張
所
で

７
月
中
に
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
（
次
の
い
ず
れ
か
１
つ
）

 

・
資
格
確
認
書
の
写
し

 

・
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
の
写
し

○�

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
変
更
ま
た
は

資
格
喪
失
し
た
場
合
や
、
町
内
で
の
住
所

や
氏
名
を
変
更
し
た
場
合
は
、
変
更
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

こ
ど
も
家
庭
班

　

☎
０
８
２
０
（
77
）
５
５
０
８

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ



6広報すおう大島 令和８年 ( 2026 年 ) ７月号

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
後
期
高
齢

者
や
職
場
な
ど
で
健
康
保
険
に
入
っ
て
い
る

人
以
外
は
、
誰
も
が
入
る
こ
と
を
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
と
、
４
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
世
帯

ご
と
に
国
民
健
康
保
険
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
減
判
定
の
基
準
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
※
１

　

令
和
８
年
４
月
１
日
施
行
の
地
方
税
法
施

行
令
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
、
軽
減
判
定
基
準
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

　

軽
減
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
そ
の
所
得
に

応
じ
て
均
等
割
額
・
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯
の
中
に
18
歳
以
上
で

所
得
が
不
明
な
人
（
未
申
告
者
）
が
い
る
と
、

軽
減
の
判
定
が
で
き
な
い
た
め
、
所
得
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
毎
年
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。（
軽
減
判
定
に
は
世
帯
主
・
特
定
同
一
世

帯
所
属
者
の
所
得
が
含
ま
れ
ま
す
）

税
率
・
賦
課
限
度
額
の
変
更
※
２

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
金
制
度
の
創
設
お
よ

び
医
療
分
の
税
率
・
賦
課
限
度
額
が
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

資
格
の
取
得
・
喪
失
は
必
ず
届
出
を

　

社
会
保
険
等
の
資
格
を
取
得
・
喪
失
し
た

と
き
は
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業

所
か
ら
周
防
大
島
町
へ
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
健
康
増
進
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
・
出
張
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

加
入
の
場
合

⑴
取
得
の
年
月
日
を
証
す
る
も
の

　
（
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
等
）

喪
失
の
場
合

⑴
資
格
確
認
書
ま
た
は
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

⑵
喪
失
の
年
月
日
を
証
す
る
も
の

　
（
現
在
加
入
中
の
資
格
確
認
書
の
写
し
等
）

納
税
通
知
書
の
送
付

　

令
和
８
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通

知
書
を
世
帯
主
宛
に
7
月
中
旬
に
発
送
し
て

い
ま
す
の
で
、
届
き
ま
し
た
ら
内
容
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
加
入
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
・
賦
課
限
度
額
・

軽
減
判
定
の
基
準
が
変
わ
り
ま
す

※１ 軽減判定所得
軽減割合 世帯の前年中の所得（世帯主等を含む）

７割軽減 改正なし〔43万円＋ 10 万円×（給与所得者等の人数－１）〕以下

５割軽減

改正後 〔43 万円＋（被保険者数と特定同一世帯所属者数）×31 万円
＋ 10 万円×（給与所得者等の人数－１）〕以下

改正前 〔43 万円＋（被保険者数と特定同一世帯所属者数）×30 万 5千円
＋ 10 万円×（給与所得者等の人数－１）〕以下

２割軽減

改正後 〔43 万円＋（被保険者数と特定同一世帯所属者数）×57 万円
＋ 10 万円×（給与所得者等の人数－１）〕以下

改正前 〔43 万円＋（被保険者数と特定同一世帯所属者数）×56 万円
＋ 10 万円×（給与所得者等の人数－１）〕以下

※�特定同一世帯所属者とは、後期高齢者医療保険制度への移行により国民健康保険の資
格を喪失した人で、喪失日以降も継続して同じ世帯に属する人です。ただし、継続し
て移行時と同じ世帯状況であることが条件です。

※２ 令和８年度  国民健康保険税税率表

課税対象額 医療分 後期高齢者支援金分 介護分 子ども・子育て
支援金分

所得割
7.3％

（改正前 7.7％）
3.1％ 2.9％ 0.4％

均等割
25,700 円

（改正前 27,200 円）
8,900 円 9,300 円 1,400 円

18 歳以上
均等割 － － － 100 円

平等割
23,000 円

（改正前 23,900 円）
8,900 円 7,000 円 900 円

賦課限度額
67 万円

（改正前 66 万円）
26 万円 17 万円 3万円

※介護分は、40 歳以上 65 歳未満の人が対象となります。

　子ども・子育て支援金制度の創設に伴い、医療分の税率を引き下げました。
詳しくは町ホームページをご覧ください。

問い合わせ
 ・保険税について　税務課 課税第１班　　　☎ 0820-74-1008
 ・資格について　　健康増進課 医療保険班　☎ 0820-73-5502 町ホームページ
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国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
の
限
度
額
認
定
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
減
額
認
定
証
、

限
度
額
適
用
認
定
証
を
お
持
ち
の
人

　

８
月
以
降
も
認
定
が
可
能
な
人

に
は
、６
月
下
旬
に
「
申
請
書
」（
更

新
用
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

８
月
31
日
㈪
ま
で
に
更
新
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
認
定
証

は
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
有
効

と
な
り
ま
す
の
で
、
９
月
１
日
以

降
に
申
請
さ
れ
ま
す
と
、
認
定
さ

れ
な
い
月
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
現
在
「
区
分
オ
」
ま
た

は
「
区
分
Ⅱ
」
に
該
当
す
る
人
で
、

過
去
12
カ
月
以
内
の
入
院
日
数
合

計
が
91
日
以
上
の
場
合
は
、
長
期

入
院
該
当
の
申
請
を
す
る
こ
と
で

申
請
日
か
ら
食
事
代
が
さ
ら
に
減

額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
限
度
区
分
の

併
記
申
請
を
既
に
さ
れ
て
い
る
人

　

現
在
、
申
請
済
み
の
人
で
、
８

月
以
降
も
該
当
す
る
人
は
、
７
月

31
日
ま
で
に
限
度
区
分
を
記
載
し

た
新
し
い
資
格
確
認
書
を
郵
送
し

ま
す
。
こ
の
資
格
確
認
書
を
提
示

す
る
こ
と
で
窓
口
負
担
が
抑
え
ら

れ
ま
す
。（
自
動
更
新
の
た
め
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

な
お
、
現
在
「
区
分
Ⅱ
」
に
該

当
す
る
人
で
、
過
去
12
カ
月
以
内

の
入
院
日
数
合
計
が
91
日
以
上
の

場
合
は
、
長
期
入
院
該
当
の
申
請

を
す
る
こ
と
で
申
請
日
か
ら
食
事

代
が
さ
ら
に
減
額
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
請
場
所

　

健
康
増
進
課
医
療
保
険
班
、
各

総
合
支
所
ま
た
は
各
出
張
所

申
請
に
必
要
な
も
の

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
書
類

と
本
人
確
認
書
類

　

現
在
、「
区
分
オ
」、「
区
分
Ⅱ
」

の
減
額
認
定
に
該
当
す
る
人
で
過

去
12
カ
月
以
内
の
入
院
日
数
合
計

が
91
日
以
上
の
場
合
、
入
院
日
数

が
確
認
で
き
る
書
類
（
病
院
の
領

収
書
な
ど
）

※�

同
一
世
帯
内
に
住
民
税
の
申
告
が

ま
だ
お
済
み
で
な
い
人
（
未
申
告
）

が
い
る
場
合
、
手
続
き
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、

各
総
合
支
所
ま
た
は
各
出
張
所
の

窓
口
で
ま
ず
申
告
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■�

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
れ
ば
、

事
前
の
手
続
き
な
く
、
高
額
療

養
費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
を

超
え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
減
額
認
定
証
等
の
事
前
申

請
は
不
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※�

長
期
入
院
該
当
は
マ
イ
ナ
保
険

証
の
登
録
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

医
療
保
険
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
２

～
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ
～

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
減
額
認
定
証
）」
お
よ
び

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の 

更
新 

に
関
す
る
お
知
ら
せ

防火標語を募集します！
応募資格
　柳井市、周防大島町、上関町、平生町に居住する
65 歳以上の人
課題（防火標語）
 ・住宅防火（特に住宅用火災警報器）に関するもの
 ・放火火災の防止に関するもの
 ・�火がつきにくく、燃え広がらない素材を使用した
防炎エプロンの普及に関するもの
 ・�その他火災予防に関するもの（山火事予防に関す
るものは除く）

応募方法
　はがきや柳井地区広域消防組合ホームページに掲
載の応募用紙に作品（防火標語）、郵便番号、住所、
氏名（フリガナ）、生年月日、年齢、電話番号を記入
の上、消防本部予防課まで郵送または FAX するか、

最寄りの消防署・出張所へ直接お届けください。
応募期限
　10 月１日㈭（当日消印有効）
その他
 ・作品は自作で未発表のもの
 ・１人２点まで
 ・�金賞に入賞した標語は山口県の２次審査に提出し
ます。
 ・�著作権は主催者に帰属するものとします
送付先・問い合わせ
　〒 742-0031 
　柳井市南町五丁目４‐１
　柳井地区広域消防本部 予防課
　☎ 0820-23-7774
　　 0820-23-4503℻

柳井地区広域
消防組合HP
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◆
令
和
８
年
春
の
叙
勲

○
瑞
宝
小
綬
章
（
教
育
研
究
功
労
）

　

伊
藤　

正
一
さ
ん
（
小
松
）

　
（
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
名
誉
教
授
）

○
瑞
宝
双
光
章
（
更
生
保
護
功
労
）

　

村
田　

み
ち
る
さ
ん
（
小
松
開
作
）

　
（
現
保
護
司
）

◆
令
和
８
年
高
齢
者
叙
勲

○
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　

岡
田　

清
治
さ
ん
（
小
松
）

　
（
元
周
防
大
島
町
消
防
団
分
団
長
）

受
章
・
表
彰

周
防
大
島
高
校
だ
よ
り

山
口
県
立
大
学
附
属
周
防
大
島
高
等
学
校
開
校

　

村
岡
嗣
政
県
知
事
、
柳
居
俊
学
県
議
会

議
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
臨
席

の
も
と
、
令
和
8
年
４
月
９
日
に
開
校
式
・

入
学
式
を
挙
行
し
、
山
口
県
立
周
防
大
島

高
校
の
校
旗
が
繁
吉
健
志
県
教
育
長
に
、

附
属
高
校
の
新
し
い
校
旗
が
、
岡
正
朗
山

口
県
立
大
学
理
事
長
に
そ
れ
ぞ
れ
、
生
徒

か
ら
返
納
・
授
与
さ
れ
、
山
口
県
立
大
学

附
属
周
防
大
島
高
等
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
開
校
記
念
行
事
で

は
、
生
徒
会
の
進
行
の
も
と
、
校
章
と
校

歌
が
、
野
田
学
園
高
等
学
校
合
唱
部
の
歌

唱
（
Ｃ
Ｄ
）
と
総
合
文
化
部
の
生
徒
が
周

防
大
島
の
豊
か
な
自
然
を
描
い
た
風
景
画

と
と
も
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
校
章
や
校

歌
、
制
服
は
、
周
防
大
島
や
山
口
県
立
大

学
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
よ
り
作
成
さ
れ

た
も
の
で
、
校
歌
の
作
詞
者
、
作
曲
者
、

校
章
・
制
服
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
に
山
口

県
立
大
学
の
岡
理
事
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
歩
み
を
象
徴
す
る
校
章
や
校

歌
、
制
服
の
披
露
と
と
も
に
生
徒
の
は
つ

ら
つ
と
し
た
姿
が
印
象
づ
け
ら
れ
、
開
校

の
喜
び
と
誇
り
を
実
感
す
る
記
念
行
事
と

な
り
ま
し
た
。

新
入
寮
生
地
域
歓
迎
交
流
会

Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ

　

学
校
運
営
協
議
会
の
提
案
に
よ
り
、
橘

総
合
セ
ン
タ
ー
で
初
開
催
さ
れ
た
歓
迎
交

流
会
に
は
、
地
域
の
方
々
12
人
と
、
あ
さ

な
ぎ
寮
・
な
ぎ
さ
寮
に
新
た
に
入
寮
し
た

１
年
生
お
よ
び
希
望
す
る
２
・
３
年
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

新
入
寮
生
一
人
一
人
が
入
学
理
由
や
挑

戦
し
た
い
こ
と
を
発
表
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
歓
談
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
ま
ぁ
し
ぃ
さ
ん

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
交

流
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
新
入
生
代
表
は
、
地
域
と
の
温

か
な
関
わ
り
へ
の
感
謝
と
今
後
の
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。
交
流
会
を
通
し
て
、
参
加

し
た
生
徒
は
地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
て
い
ま
し
た
。

問
山
口
県
立
大
学
附
属
周
防
大
島
高
等
学
校　

☎
０
８
２
０
（
77
）
１
０
４
８

▲開校記念行事の様子
▼歓迎交流会の様子

◆
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　

大
迫　

美
夫
さ
ん
（
日
見
）

　
（
元
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　

髙
山　

健
司
さ
ん
（
出
井
）

　
（
元
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　

岡
本　

良
夫
さ
ん
（
伊
保
田
）

　
（
元
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　

矢
野　

泉
さ
ん
（
森
）

　
（
元
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　

柳
原　

春
美
さ
ん
（
外
入
）

　
（
元
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　

東
原　

正
一
さ
ん
（
東
安
下
庄
）

　
（
元
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　

松
岡　

彩
子
さ
ん
（
西
安
下
庄
）

　
（
元
民
生
委
員
児
童
委
員
）

※�

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
保
護
指
導
に

あ
た
り
、
地
域
社
会
の
福
祉
の
推
進
に
つ

と
め
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
厚
生
労

働
大
臣
特
別
表
彰
が
行
わ
れ
、
周
防
大
島

町
か
ら
７
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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問い合わせ　周防大島観光協会　☎ 0820-72-2134

　大島連絡船は、大畠駅近くの桟橋から周防大島
の小松港までを結んでいた日本国有鉄道（国鉄）
の鉄道連絡船で、航路は大畠瀬戸最狭部のすぐ西
側を通っていました。前身は周防大島と本州の便
を図る目的で山口県が開設した同じ航路の無料連
絡船でしたが、1946 年（昭和 21 年）に国鉄に移
管され有料となり、その後、1976 年（昭和 51 年）
に大島大橋の架橋により廃止となりました。（※
小松港には当時を偲ぶ大島航路跡碑が残っています）
　大島大橋は 1976 年（昭和 51 年）７月４日に日
本道路公団により大島大橋有料道路として開通し
ました。開通当初は片道が普通車 600 円・軽自動
車 400 円の一般有料道路でしたが、1996 年（平
成８年）６月１日から無料で通行できるようにな
りました。
　2018 年（平成 30 年）10 月 22 日の深夜、貨物
船が衝突する事故が発生しま
した。水道管と光ファイバー
ケーブルが切断されるなど、
島のライフラインが寸断され
る事態となりました。１カ月
を超える断水や車両通行規制
の期間を、多くの方々からの
ご支援と励ましにより乗り越
えて、12 月１日午後５時には
すべての地区で水道が全面復
旧しました。

　近年ではビールや電子機器、電力会社などのテ
レビ CMの舞台として大島大橋が選ばれるなど脚
光を浴びています。
　このような変遷をたどり、今年７月４日に大島
大橋は架橋 50 周年を迎え、同日から LED 照明に
よるライトアップが始まり、夜間の大島大橋が美
しく彩られます。
　観光協会では、開通 50 周年を機に大島大橋の
魅力を再発見するべく、11 月に大島大橋や飯の山
をはじめ飲食店やみかん狩り農園などをチェック
ポイントとした、ロゲイニングイベントを開催す
る予定です。ロゲイニングとは、地図に点在する
チェックポイントを制限時間内にめぐり、総得点
を競うナビゲーションスポーツで、イベントを通
じてビュースポットやウォーキングコースとして
も盛り上げていきたいと考えています。

大島大橋開通 50 周年

開通 50 周年を迎えた大島大橋▶

町
職
員
の
異
動
（
６
月
30
日
付
）

【
退
職
者
】
福
祉
課　

中
村　

晴
彦

●�

６
月
16
日
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替

受
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た

　

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
（
農
業
集

落
排
水
お
よ
び
漁
業
集
落
排
水
を
含
む
）

の
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
申
込
に
つ
い

て
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
お
手
続
き
い
た
だ
け
ま
す
。

　

金
融
機
関
や
市
役
所
の
窓
口
に
行
か
な

く
て
も
申
し
込
み
が
で
き
、
口
座
振
替
依

頼
書
の
記
入
や
届
出
印
の
押
印
が
不
要

で
、
手
間
な
く
簡
単
に
お
手
続
き
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
・
周
防
大

島
町
上
下
水
道
料
金
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
２
０
（
25
）
１
６
０
０

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

周
防
大
島
町
水
道
事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ詳細はこちら
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　６月１日、大島庁舎で地域おこし協力隊（周防大島町
DX業務改善推進員）の辞令交付式が行われました。
　着任したのは、東京都出身の松

まつの

野健
けん じ

二さんで、着任後は、
DX推進班の一員として、庁舎内の業務フローの分析と改
善提案などの行政 DXの実務を担うとともに、デジタル
技術を活用した住民サービスの向上に取り組んでいく予
定です。
　松野さんは、「職員の皆さまの業務改善や住民の方誰一
人残さないデジタルによる利便性の向上に寄与していけ
ればと思っています」と意気込みを語りました。

　いわし網漁解禁！

　６月１日、山口県内最大のいりこの産地であ
る浮島で、今シーズンのいわし網漁がはじまり
ました。
　いわし網漁は、カタクチイワシを探す船１隻、
網の設置・引き上げを行う船２隻、獲れたカタ
クチイワシを運ぶ船１隻の計４隻で１つの船団
を組み、連携をとりながら行われます。
　引き上げられたカタクチイワシは、すぐに浮
島にある加工場に運ばれ、新鮮な状態を保った
ままゆであげられ、いりこへと加工されていき
ます。いわし網漁は、11月下旬まで行われます。

周 防 大 島 町 の 話 題

　地域おこし協力隊就任

▲２隻を並べて引き上げ作業を行う様子

　６月８日、戦艦陸奥殉難将兵慰霊祭が油田農村
環境改善センターで行われました。
　慰霊祭は東和陸奥顕彰会の主催で行われている
もので、全国から遺族や関係者約 60人が参列し、
式では顕彰会会長の藤本町長による追悼のことば
や町内の詩吟同好会「れん」の皆さんによる詩吟
の奉納などが行われ、犠牲者への冥福と平和への
祈りを捧げました。
　戦艦陸奥は昭和 18 年６月８日、不慮の爆沈に
より 1,121 人の将兵と共に、東和の沖合に沈みま
した。

▲藤本町長から辞令を受け取った松野さん㊧

▲慰霊祭の様子

　戦艦陸奥慰霊祭
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　山口県指定無形民俗文化財

　６月 27 日、山口県指定無形民俗文化財である「な
むでん踊り」の奉納が、久賀の久屋寺で行われました。
　これは、江戸時代から続く虫送りの行事で、昭和
49 年に県指定の文化財となり、永くなむでん踊り保
存会を中心に活動していましたが、過疎化の影響によ
り平成 18 年を最後に町内を巡回する奉納踊りは中断
していました。その後、平成 27 年になむでん踊り保
存会や関係者の皆さまのご尽力により復活しました。
　今年は、あいにくの天気の中での開催とはなりまし
たが、五穀豊穣と無病息災を願い奉納された踊りは、
躍動感に溢れていました。

▲久屋寺での「なむでん踊り」の様子

　環境にやさしい燃料で、まちを走る

　６月 19 日、西日本で初となる、公用車への「カー
ボンオフセット燃料」の導入が始まり、供給証明書授
与式が行われました。
　この燃料は、使用時に出る CO ₂を植林などで相殺す
る仕組みで、「使った分を森を育てることで地球にお
返しする」という考え方に基づいています。
　式典では、出光興産株式会社 中国支店の鈴木崇広支
店長から藤本淨孝町長へ証明書が贈呈されました。今
後、町内の小松物産株式会社を通じて給油されます。
　町長車やごみ収集車での使用が、未来へのはじめの
一歩。町は一丸となり、脱炭素社会という大きなゴー
ルを目指します。

▲出光興産株式会社 鈴木崇広中国支店長㊧と藤本淨孝町長

　

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環

境
に
長
時
間
い
る
こ
と
で
、
発
汗

に
よ
る
体
温
調
節
等
が
う
ま
く
働

か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も

る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
症

状
が
み
ら
れ
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
何
も
し

て
い
な
い
と
き
で
も
発
症
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
暑
さ
が
厳
し
く
な
る

こ
れ
か
ら
に
備
え
、
対
策
を
と
り
、

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

《
暑
さ
を
避
け
る
工
夫
》

⑴�

エ
ア
コ
ン
等
で
温
度
を
こ
ま
め

に
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

⑵�

遮
光
カ
ー
テ
ン
・
す
だ
れ
の
利

用
、
打
ち
水
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑶�

吸
湿
性
・
速
乾
性
の
あ
る
通
気
性

の
よ
い
衣
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑷�

外
出
時
に
は
日
傘
を
使
用
し
た
り
、

帽
子
を
着
用
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

⑸�

天
気
の
よ
い
日
は
、
日
陰
の
利
用

や
こ
ま
め
な
休
憩
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑹�

保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な

ど
で
、
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

《
こ
ま
め
に
水
分
補
給
》

　

室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、
の

ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
水
分
を

補
給
し
ま
し
ょ
う
。

※�

水
分
や
塩
分
の
制
限
が
あ
る
場

合
は
、
主
治
医
の
指
示
に
従
い

ま
し
ょ
う
。

《
熱
中
症
の
症
状
》

　

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
大
量
の

発
汗
、
筋
肉
痛
、
筋
肉
の
こ
む
ら
返

り
、
頭
痛
、
嘔
吐
、
倦
怠
感
な
ど

※�

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

す
ぐ
に
応
急
処
置
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

《
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け
た
ら
》

主
な
応
急
処
置

⑴�

エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
や

風
通
し
の
よ
い
日
陰
な
ど
、
涼
し

い
場
所
へ
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑵�

衣
服
を
ゆ
る
め
、
体
を
冷
や
し

ま
し
ょ
う
。（
首
の
周
り
、
脇
の

下
、
足
の
付
け
根
な
ど
）

⑶�

水
分
・
塩
分
、
経
口
補
水
液
な

ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

※�

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
応
答

が
お
か
し
い
時
は
、
た
め
ら
わ

ず
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

参
考
：
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
（
厚

生
労
働
省
）

問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
４

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
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採
用
予
定
日

　

令
和
９
年
４
月
１
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

人
事
行
政
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０

試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

 

・
消
防
吏
員　

3
人
程
度

主
な
受
験
資
格

 

・�

平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
原
則
と
し
て
高
等
学
校
教

育
課
程
を
修
了
し
た
人
（
令
和
９

年
３
月
卒
業
見
込
み
含
む
）

申
込
期
限

　

８
月
14
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

第
１
次
試
験
日　

９
月
20
日
㈰

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
４
２
‐
０
０
３
１

　

柳
井
市
南
町
五
丁
目
４
‐
１

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部 

総
務
課

　

☎
０
８
２
０
（
23
）
７
７
７
２

　

町
で
は
、
職
員
自
ら
が
地
域
協

働
の
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る
た

め
に
町
内
へ
居
住
す
る
こ
と
を
推

奨
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
方
針
に

共
感
を
持
つ
人
の
応
募
を
歓
迎
し

て
い
ま
す
。

試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

 

・
初
級
行
政
職　

５
人
程
度

 

・
保
健
師　
　
　

若
干
名

 

・
社
会
福
祉
士　

若
干
名

 

・
土
木
技
師　
　

若
干
名

受
験
資
格

 

・
初
級
行
政
職

　

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
ま
た
は
令
和
９
年
３

月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

 

・
保
健
師

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
し
、
保
健
師
の
資
格

を
有
す
る
人
ま
た
は
令
和
９
年
３

月
末
日
ま
で
に
右
記
資
格
を
取
得

見
込
み
の
人

 

・
社
会
福
祉
士

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
し
、
社
会
福
祉
士
の

資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
令
和
９

年
３
月
末
日
ま
で
に
右
記
資
格
を

取
得
見
込
み
の
人

 

・
土
木
技
師

【
有
資
格
者
】

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
し
、
２
級
以
上
の
土

木
施
工
管
理
技
士
も
し
く
は
２
級

以
上
の
管
工
事
施
工
管
理
技
士
の

資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
令
和
９

年
３
月
末
日
ま
で
に
右
記
資
格
を

取
得
見
込
み
の
人

【
土
木
課
程
学
校
卒
業
者
等
】

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

土
木
課
程
の
学
校
（
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
大
学
な
ど
）
を

卒
業
し
た
人

受
付
期
間

　

７
月
15
日
㈬
～
８
月
14
日
㈮

申
し
込
み
方
法

　

次
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
受
験

申
込
サ
イ
ト
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ネ

ク
ト
）
に
よ
り
申
し
込
み
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
会
員
登
録
（
無
料
）

が
必
要
で
す
。

※�

郵
送
お
よ
び
持
参
に
よ
る
申
し

込
み
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
前
記
の
専
用
サ
イ
ト
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

第
１
次
試
験
日
時
・
場
所

　

９
月
20
日
㈰

 

・
受
付　

午
前
８
時
30
分
か
ら

 

・
試
験　

午
前
９
時
か
ら

 

・
場
所

　

周
防
大
島
町
役
場
大
島
庁
舎

　
（
周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２
）

第
２
次
試
験　

11
月
８
日
予
定

採
用
予
定
日

　

令
和
９
年
４
月
１
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

人
事
行
政
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０

試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

 

・
初
級
行
政
職　

若
干
名

受
験
資
格

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

⑴�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

⑵�

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上

の
学
校
を
卒
業
ま
た
は
令
和
９

年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人

⑶�

活
字
印
刷
文
ま
た
は
点
字
（
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
音
声
読
み
上
げ

を
補
助
と
し
て
併
用
で
き
ま
す
）

に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
人

※�

点
字
に
よ
る
受
験
を
希
望
す
る

人
は
、
総
務
課
に
必
ず
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

７
月
15
日
㈬
～
８
月
14
日
㈮

申
し
込
み
方
法

　

次
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
受
験

申
込
サ
イ
ト
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ネ

ク
ト
）
に
よ
り
申
し
込
み
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
会
員
登
録
（
無
料
）

が
必
要
で
す
。

※�

郵
送
お
よ
び
持
参
に
よ
る
申
し

込
み
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
前
記
の
専
用
サ
イ
ト
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

第
１
次
試
験
日
時
・
場
所

　

９
月
20
日
㈰

 

・
受
付　

午
前
８
時
30
分
か
ら

 

・
試
験　

午
前
９
時
か
ら

 

・
場
所

　

周
防
大
島
町
役
場
大
島
庁
舎

　
（
周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２
）

※
点
字
に
よ
る
試
験
日

　

11
月
１
日
㈰

第
２
次
試
験　

11
月
８
日
予
定

募
　
　
集

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
試
験

令
和
９
年
４
月
１
日
採
用

周
防
大
島
町
職
員
採
用
試
験

申込サイト

障
害
者
を
対
象
と
し
た

令
和
９
年
４
月
１
日
採
用

周
防
大
島
町
職
員
採
用
試
験

申込サイト



13 広報すおう大島 令和８年 ( 2026 年 ) ７月号

みんなの情報源

※�

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申

し
込
み
と
な
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

柳
井
海
上
保
安
署

　

☎
０
８
２
０
（
23
）
２
２
６
３

　

本
研
修
は
、
山
口
県
自
主
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
自
主
防

災
組
織
の
活
動
促
進
に
貢
献
す
る

意
思
の
あ
る
人
を
町
が
推
薦
し
、

県
が
実
施
す
る
防
災
士
養
成
講
座

認
定
研
修
で
す
。

日
程

　

11
月
７
日
㈯
、

　

11
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
の
３
日
間

　
（
3
日
と
も
全
て
参
加
が
必
要
で
す
）

場
所

　

Ｙ
Ｍ
ｆ
ｇ
維
新
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

定
員　

3
人

募
集
締
め
切
り　

９
月
11
日
㈮

※�
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

防
災
士
資
格
取
得
の
条
件

　

研
修
の
修
了
者
に
は
防
災
士
資

開
催
日
時

　

11
月
８
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
（
開
演
）

会
場

　

サ
ン
ビ
ー
ム
や
な
い

　
（
柳
井
市
柳
井
３
６
７
０
‐
１
）

募
集
内
容

　

洋
楽
（
カ
ラ
オ
ケ
、
ロ
ッ
ク
等

は
除
く
）。
出
演
時
間
は
10
分
以
内

で
出
演
者
は
15
組
程
度

応
募
資
格

　

柳
井
市
、周
防
大
島
町
、上
関
町
、

平
生
町
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
個
人
お
よ
び
団
体
で
、
原

則
、
一
定
の
技
術
水
準
に
達
し
て

い
る
人

応
募
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
郵
送
、
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
お
届
け
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
町
内
で
は

各
公
民
館
・
総
合
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
限

　

８
月
12
日
㈬
（
必
着
）

選
考

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
主
催

者
に
よ
り
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。

選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

サ
ザ
ン
セ
ト
音
楽
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
（
サ
ン
ビ
ー
ム
や
な
い
内
）

　

☎
０
８
２
０
（
22
）
０
１
１
１

試
験
区
分

 

・
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
（
第
２
回
）

 

・
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
（
第
２
回
）

 

・�

警
察
事
務
職
員
採
用
試
験
（
高

校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

〔
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
（
第
２
回
）〕

 

・�

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

 

・�

四
年
制
以
上
の
大
学
を
卒
業
ま

た
は
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人

〔
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
（
第
２
回
）〕

 

・�

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
警
察
官
Ａ
に
該
当
し
な
い

人
（
※
大
学
在
籍
者
を
除
く
）

〔
警
察
事
務
職
員
採
用
試
験
（
高
校

卒
業
程
度
）〕

 

・�

平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

受
付
期
間　

８
月
16
日
㈰
ま
で

申
し
込
み
方
法

　

や
ま
ぐ
ち
電
子
サ
ー
ビ
ス
で
申

請
。
詳
し
く
は
、
山
口
県
警
察
採

用
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

  

・
柳
井
警
察
署

　

☎
０
１
２
０
（
23
）
０
１
１
０

  

・
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
（
３
１
４
）
２
９
０

　

海
上
保
安
官
に
な
る
た
め
の
学

校
の
受
験
案
内
（
令
和
９
年
４
月

入
校
）
で
す
。

〇
海
上
保
安
大
学
校
（
広
島
県
呉

市
所
在
）
学
生
採
用
試
験

受
付
期
間

　

８
月
20
日
㈭
～
９
月
７
日
㈪

一
次
試
験

　

10
月
24
日
㈯
～
10
月
25
日
㈰

〇
海
上
保
安
学
校
（
京
都
府
舞
鶴

市
所
在
）
学
生
採
用
試
験

受
付
期
間

　

７
月
23
日
㈭
ま
で

一
次
試
験

　

９
月
27
日
㈰

格
取
得
試
験
（
研
修
の
最
終
日
）

の
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
防
災
士
資
格
の
取
得
の

条
件
は
次
の
こ
と
を
全
て
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

・�

3
日
間
の
研
修
を
履
修
し
た
上

で
、
所
定
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す

る
こ
と

・�

研
修
3
日
目
の
最
後
に
行
わ
れ
る

試
験
に
合
格
す
る
こ
と

・�

消
防
機
関
、
日
本
赤
十
字
社
等
が

実
施
す
る
救
急
救
命
講
習
の
修
了

証
、
受
講
証
等
（
防
災
士
認
定
登

録
申
請
時
に
お
い
て
5
年
以
内
に

発
行
さ
れ
た
も
の
）
を
取
得
す
る

こ
と

防
災
士
資
格
取
得
試
験
の
費
用

　

１
万
２
０
０
０
円
（
教
本
、
受

験
料
、
登
録
料
）

※�

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

電
話
ま
た
は
次
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

　

総
務
課 

消
防
防
災
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０

サ
ザ
ン
セ
ト
音
楽
祭

（
洋
楽
の
部
）
出
演
者
募
集

警
察
官
採
用
試
験

警
察
事
務
職
員
試
験

採用サイト

海
上
保
安
官
募
集

山
口
県
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
研
修
（
基
礎
編
）

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

申込フォーム 町ホームページ

採用サイト
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10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

８
万
６
千
人
以
上
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

 

・
第
１
回　

８
月
31
日
㈪
ま
で

 

・
第
２
回　

９
月
９
日
㈬
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３
（
９
２
８
）
２
５
０
１

　

住
ま
い
の
耐
震
性
に
不
安
の
あ

る
人
や
実
際
に
耐
震
診
断
・
改
修

を
お
考
え
の
人
に
、
個
別
に
耐
震

診
断
・
改
修
の
流
れ
や
費
用
に
係

る
補
助
制
度
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
相
談
料
は
い
ず
れ

も
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

　

７
月
31
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　

大
島
庁
舎
２
階 
相
談
室
３

相
談
員　

総
務
課 

消
防
防
災
班
職
員

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

消
防
防
災
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０

　

事
業
承
継
に
つ
い
て
お
悩
み
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

相
談
会
に
は
事
業
承
継
問
題
に

精
通
し
た
専
門
家
が
個
別
に
ご
相

談
に
乗
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お

申
込
く
だ
さ
い
。

日
時　

7
月
31
日
㈮

　

⑴
午
前
10
時　

⑵
午
後
１
時

　

⑶
午
後
３
時 

※�

各
時
間
１
事
業
者
の
み
、
秘
密

厳
守

場
所　

柳
井
市
役
所
３
階
大
会
議
室

申
込
期
限　

７
月
24
日
㈮

申
し
込
み

　

柳
井
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
役
場
窓
口
に

あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
郵
送
に
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

柳
井
市
役
所 

商
工
観
光
課

　

☎
０
８
２
０
（
22
）
２
１
１
１

　
　

０
８
２
０
（
23
）
７
４
７
４

　

看
護
体
験
や
校
内
・
寮
の
見
学

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

　

８
月
１
日
㈯　

　

午
前
10
時
45
分
～
正
午

対
象

　

高
校
生
、
社
会
人
な
ど
本
校
に

興
味
が
あ
る
人

申
し
込
み
方
法

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
島
看
護
専
門
学
校
（
家
房
）

　

☎
０
８
２
０
（
76
）
０
５
５
６

　

町
内
の
河
川
や
た
め
池
な
ど
に

お
い
て
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
が
目
撃
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ヌ
ー
ト
リ
ア
は
、
普
段
は
水
辺

に
住
む
動
物
で
す
が
、
根
菜
類
な

ど
の
食
害
や
た
め
池
の
堤
に
穴
を

掘
る
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
す
こ

と
か
ら
、
町
で
は
有
害
鳥
獣
に
指

定
し
、
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

　

見
か
け
た
場
合
は
、
農
林
水
産

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�
捕
獲
用
の
わ
な
（
箱
わ
な
）
を

見
つ
け
た
場
合
は
、
危
険
な
た

め
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課 

有
害
鳥
獣
対
策
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

　

病
気
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
り
、
就
学
義
務
を
猶
予
ま

た
は
免
除
さ
れ
た
人
等
に
対
し
、

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る

か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国

が
行
う
も
の
で
、
合
格
者
に
は
高

等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

試
験
期
日　

10
月
15
日
㈭

試
験
場
所

　

山
口
県
庁
（
山
口
市
滝
町
１
‐
１
）

試
験
科
目

　

国
語
／
社
会
／
数
学
／
理
科
／

外
国
語
（
英
語
）

願
書
の
受
付
期
間

　

８
月
21
日
㈮
ま
で

※�

受
験
資
格
、
出
願
書
類
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課

　

☎
０
８
２
０
（
78
）
２
２
０
４

みんなの情報源

お
知
ら
せ

ヌ
ー
ト
リ
ア
を

見
か
け
た
ら

大
島
看
護
専
門
学
校　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催
し
ま
す

ホームページ

相
　
　
談

木
造
住
宅
の

耐
震
個
別
相
談
会

山
口
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
出
張
相
談
会

℻

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集

放送大学HP

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
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みんなの情報源
　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
公
開
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

各
講
座
の
詳
細
と
お
申
し
込
み

方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

　

総
務
課
企
画
係

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
５
５
２
１

　

久
賀
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
を
歩

行
者
天
国
に
し
て
開
催
し
ま
す
。
バ

ザ
ー
、
似
顔
絵
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
金
魚
島
カ
ー
ド
交
換
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
久
賀
保
育
園
、
ラ
フ
ア
ロ
ハ
、

万
貴
音
、
マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
な
ど

が
出
演
し
ま
す
。

日
時

　

７
月
25
日
㈯

　

午
後
６
時
～
９
時

　
（
荒
天
時
は
、
26
日
㈰
に
順
延
）

問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
商
工
会

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
０
３
０
０

　

今
年
は
四
境
の
役
か
ら
１
６
０

年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
戦
い
で
焼

失
し
た
普
門
寺
の
東
堂
・
永
本
隆

道
氏
が
激
戦
地
・
周
防
大
島
の
記

憶
と
歴
史
を
語
り
ま
す
。
先
人
の

歩
み
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　

８
月
２
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～

　
（
開
場　

午
後
1
時
15
分
）

参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

定
員　

先
着
60
名
程
度

場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

八
幡
生
涯
学
習
の
む
ら

　

☎
０
８
２
０
（
72
）
２
６
０
１

　

至
近
距
離
か
ら
打
ち
上
げ
る
迫

力
満
点
の
夢
花
火
、
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
、
業
者
出
店
、
サ
ブ
マ
リ
ン
オ
ル

催
し
・
講
座

【
講
演
会
】

明
治
維
新
が
始
ま
っ
た
島

周
防
大
島

く
か
夢
夏
ま
つ
り
２
０
２
６

第
53
回
久
賀
土
曜
夜
市

カ
号
リ
ン
ダ
、
Ａ
Ｍ
Ｍ
、
久
賀
引

山
太
鼓
な
ど
が
出
演
す
る
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　

８
月
15
日
㈯

　

午
後
５
時
30
分
～
９
時

　
（
荒
天
時
は
、
22
日
㈯
に
順
延
）

場
所

　

山
口
県
大
島
防
災
セ
ン
タ
ー 

防

災
公
園
（
役
場
久
賀
庁
舎
前
）

問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
商
工
会

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
０
３
０
０

日
時

　

８
月
22
日
㈯

　

午
後
５
時
30
分
～
９
時

場
所

　

蒲
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

駐
車
場

内
容

　

保
育
園
園
児
等
ゲ
ス
ト
に
よ
る

催
し
、
こ
ど
も
・
お
と
な
く
じ
引

き
抽
選
会
、
盆
踊
り
大
会
、
打
ち

上
げ
花
火
等

問
い
合
わ
せ

　

三
蒲
創
生
の
会
（
星
出
）

　

☎
０
９
０
‐
５
３
７
７
‐
３
７
９
３

　周防大島町では、デジタル機器の操作に不安が
ある人をサポートするため、スマホ指導員（有償
ボランティア）による訪問型スマホ教室を実施し
ています。現在は前年度の養成講座を修了した指
導員が、町内で活躍しています。
　この度、さらなる体制強化のため、令和９年度
から活動いただけるスマホ指導員を新たに募集し
ます。活動にあたっては、スマホ操作の基本や相
談対応のノウハウを習得する指導員養成講座（全
３回）を受講していただきます。
　地域社会とのつながりを深め、社会貢献に挑戦
したい方、この機会にぜひご応募ください。
募集対象
　周防大島町在住の 18 歳以上の人

募集期間
　７月 15 日㈬ ～７月 31 日㈮
定員　10 人程度
日時（※�全３回、全て受講していただきます）
　⑴  ８  月７日㈮　午後１時 ～ ５時
　⑵  ９  月７日㈪　午後１時 30 分 ～２時 30 分※
　⑶ 10 月５日㈪　午後１時 ～ ５時
※Webでの参加可能
場所　大島文化センター
申し込み
　次の二次元コードよりお申込みください。
問い合わせ
　政策企画課 ＤＸ推進班
　☎ 0820-74-1007

訪問型スマホ教室の指導員を募集します！

第
２
回 

盆
踊
り
大
会

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

公
開
講
座

ホームページ
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暮らしの相談（７月 21 日～８月 20 日）

■相談所
相　談 日　時 場　所 備考・問い合わせ等

常設人権相談所 毎週月～金曜日
（休日を除く）   8：30 ～ 17：15 山口地方法務局 岩国支局

（岩国市錦見一丁目 16-35）

○�差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問�山口地方法務局 岩国支局
　☎ 0827-43-1125

特設人権相談所   8 月    7 日㈮   9：30 ～ 11：30 久賀総合センター ○差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問福祉課 民生福祉班　☎ 77-5505

育児相談
  7 月 23 日㈭

10：00 ～ 11：30
しまとぴあスカイセンター ○�お子さんの発育・発達や食事等の相談

問�福祉課 こども家庭班（こども家庭センター）
☎ 77-5508　※助産師による相談あり

  8 月    7 日㈮ たちばなケアプラザ
  8 月 18 日㈫ 久賀福祉センター※

こころの相談   8 月    7 日㈮ 10：00 ～ 12：00 久賀福祉センター ○要予約
問�健康増進課 健康づくり班　☎ 73-5504

認知症相談   8 月    3 日㈪   9：00 ～ 12：00 日良居庁舎 ○相談日以外も可能
問地域包括支援センター　☎ 73-5506

出張年金相談 毎月第３火曜日
10：00 ～ 12：00

久賀総合センター ○�要予約
問岩国年金事務所　☎ 0827-24-222213：00 ～ 16：00

■税務相談
相　談 日　時 備考・問い合わせ等

個人相談（所得税・消費税等）
相談日時は、
個別にお問い合わ
せください。

○要予約
問柳井税務署
☎ 0820-22-0277

音声案内「２」→
「５」

法人相談（法人税・消費税・源泉所得税・印紙税等） 「７」「８」

資産相談（相続税・贈与税・譲渡所得） ○要予約
問徳山税務署  ☎ 0834-51-1122（直通）

■電話相談
相　談 時間 電話番号

国税に関する一般的な相談（電話相談センター）   8：30 ～ 17：00 ☎ 0570-00-5901

救急医療電話相談
こども（15 歳未満）の相談 19：00 ～翌 8：00 ♯ 8000（利用できない場合　☎ 083-921-2755）
おとな（15 歳以上）の相談 毎日 24時間 ♯ 7119（利用できない場合　☎ 083-921-7119）

※緊急・重症の場合は、迷わず 119 番してください。

か し こ い
消 費 者

めざせ！

【相談窓口】
柳井地区広域
消費生活センター
☎ 0820-22-2125
山口県
消費生活センター
☎ 083-924-0999

消費生活上の不安
や心配を感じたら
消費生活センター
にご相談ください。

【
事
故
情
報
】

　

自
転
車
後
部
座
席
に
子
ど
も
を
乗
せ
て
走
行
し
て
い
た
際
、
子

ど
も
が
足
を
ぶ
ら
ぶ
ら
さ
せ
て
い
た
た
め
、
足
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
接
触
し
た
。
そ
の
事
故
で
子
ど
も
は
大
腿
骨
を
骨
折
し
、
約
３

週
間
の
入
院
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

自
転
車
走
行
中
に
子
ど
も
が
足
を
伸
ば
す
な
ど
し
た
場
合
、
後

部
座
席
か
ら
は
み
出
し
た
身
体
が
電
柱
や
標
識
の
支
柱
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
に
接
触
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
身
体
の
は
み
だ
し
に
よ

る
事
故
の
半
数
は
骨
折
、
特
に
人
の
骨
の
中
で
最
も
大
き
い
大
腿

骨
を
骨
折
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

１
つ
目
、
自
転
車
後
部
座
席
に
乗
っ
た
子
ど
も
は
前
方
の
視
界

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
お
よ
び
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
適
切
に
装
着
さ
せ
、
身
体
を
は
み
出
さ
な
い
よ
う
声

掛
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

２
つ
目
、
狭
い
通
路
を
走
行
す
る
際
は
、
同
乗
さ
せ
て
い
る
子

ど
も
が
障
害
物
と
接
触
し
な
い
よ
う
、
自
転
車
か
ら
降
り
て
押
し

歩
い
て
通
過
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
後
部
座
席
に
同
乗
中
の

子
ど
も
の
事
故
に
注
意
！
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か
や
く
ご
飯
（
周
防
大
島
町
の
郷
土
料
理
）

　

今
回
は
周
防
大
島
町
の
郷

土
料
理
の
か
や
く
ご
飯
を
紹

介
し
ま
す
。
か
や
く
ご
飯
は
、

大
師
様
の
縁
日
に
お
む
す
び

に
し
て
お
接
待
と
し
て
振
舞

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
根
菜
や
い
り
こ
な
ど
た

く
さ
ん
の
具
が
入
り
、
食
物

繊
維
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
と
れ

る
一
品
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
作
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
。

食推おすすめレシピ♪

【１人分の栄養素量】
エネルギー 293kcal、たんぱく質 7.4g、
脂質 1.5g、食物繊維 1.6g、カルシウム 
84mg、食塩相当量 1.0g

米 ·······················   2 合
ごぼう  ·················  30g
切干し大根 ··········· 10g
にんじん  ··············30g
油揚げ ·················10g

  いりこ ······ 10g
  しょうゆ ··· 大さじ 1
  酒 ············  大さじ 1
  塩 ············   小さじ 1/3
  水 ············   適量

1ご飯は普通に炊く。
2�ごぼうは細かいささがきにする。
3にんじんは１センチの長さのせん切りにする。
4�油揚げは熱湯をかけ油抜きして１センチの長さのせ
ん切りにする。
5�切干し大根はキッチンバサミで１センチ幅に切り、
水につけて戻す。
6�いりこは頭とはらわたをとり細かく刻む。
7�鍋に2、3、4、5、6を入れ、水をひたひたに加
えて煮る。具にやや火が通ったらＡを加えて煮汁が少
し残る程度煮る。
8 1 のご飯に7�の具を入れて混ぜる。

材　

料

作
り
方

Ａ

（４人分）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

暑
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　

こ
の
度
、
健
康
増
進
課
で
は
、

第
３
次
周
防
大
島
町
自
殺
対
策
計

画
を
作
成
し
ま
し
た
。
広
報
５
月

号
と
一
緒
に
全
戸
配
布
し
た
概
要

版
は
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。

　

本
町
で
は
、『
誰
も
自
殺
に
追

い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
周
防
大

島
の
実
現
』
を
基
本
理
念
に
、
町

民
一
人
一
人
が
「
い
の
ち
」
の
大

切
さ
を
考
え
、
支
え
合
う
人
々
が

つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
取
り
組
み
の
更
な
る
充
実

を
図
り
、
町
民
の
「
い
の
ち
」
を

守
る
た
め
の
自
殺
対
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

自
殺
対
策
の
取
り
組
み
の
一
つ

に
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
」

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、「
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

今
回
、
第
３
次
周
防
大
島
町
自

殺
対
策
計
画
を
作
成
す
る
に
あ
た

り
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
中
の「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
」
の
問
い

に
対
す
る
結
果
は
、「
知
ら
な
い
」

が
65
・
１
％
、「
聞
い
た
こ
と
は

あ
る
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
が

20
・
３
％
で
し
た
。「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」
は
、
悩
ん
で
い
る
人
に
気

づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聴
い
て
、

必
要
な
相
談
窓
口
や
支
援
に
つ
な

げ
、
見
守
る
人
の
こ
と
で
、「
命

の
門
番
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
具
体
的
な

役
割
に
は
、
次
の
４
つ
が
あ
り
ま

す
。

⑴�

気
づ
き　

家
族
や
仲
間
の
変
化

に
気
づ
い
て
、
声
を
か
け
る

⑵�

傾
聴　

話
に
耳
を
傾
け
、
受
け

入
れ
る

⑶�

つ
な
ぎ　

本
人
の
意
思
を
尊
重

し
な
が
ら
、
専
門
家
に
つ
な
ぐ

⑷�

見
守
り　

寄
り
添
い
な
が
ら
、

見
守
る

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
る
の

に
、
高
度
な
専
門
性
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
悩
ん
で
い
る
人
に
寄
り

添
い
、
関
わ
り
を
通
し
て
「
孤
独
・

孤
立
」
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と

か
ら
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と

が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
第
一
歩
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

健
康
増
進
課
で
は
、
今
年
度
も

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
開

催
予
定
で
す
の
で
、
関
心
の
あ
る

人
は
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。
ま
た
、
随
時
、
こ
こ
ろ

の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ

て
、
専
門
機
関
へ
つ
な
ぐ
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の
声
に

耳
を
傾
け
、
寄
り
添
い
、
支
え
合

い
な
が
ら
、
温
か
い
地
域
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班　

保
健
師　

藤
村　

礼
絵　

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

  

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
４

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い

周
防
大
島
の
実
現
を
目
指
し
て
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周防大島町が運営する住民参加型のローカルテレビ。
毎週火曜に番組の更新を行い、６時～ 24 時まで繰り
返し放送！放送した番組のＤＶＤは図書館で貸し出
しを行っています。一部の番組はユーチューブで視
聴もできます。

周防大島チャンネルはケーブルテレビアイ・キャ
ンに加入することでご覧になれます。ケーブルテ
レビ新規加入促進補助金も適用されます。詳しく
はアイ・キャン（☎ 0120-189234、携帯電話の
方は☎ 0827-22-5678）にお問い合わせください。

の
７月２１日

８月２４日

放送内容については予告なく変更することがあります／詳しくはケーブルテレビの電子番組表をご確認ください

～

８月１１日～１７日
島暮ら荘へようこそ～島移住の物語～
第５回「地域おこしを担う移住者さん」

“島移住” の物語を紐解くインタビュー番組。
第５回のゲストは、地域おこし協力隊として赴
任された信房さんと古賀さんのお二人です。

アイ・キャン
ニュースダイジェスト
～ 2026 年７月放送分～

７月に放送した周防大島町
のニュースを一挙放送。

８月１８日～２４日

７月２１日～２７日

８月４日～１０日
大島大橋開通 50 周年記念式典

昭和51年（1976年）７月４日に「大島大橋」が開通してから、50年を迎えました。
このたびの番組では、令和８年７月４日に行われた「大島大橋開通 50 周年記
念式典」や大島大橋のライトアップの様子などをお送りします。

俳句ポストつとむ君 第四十八回

町内各所の「俳句ポスト」に投句された俳句を
紹介する番組。今回は、令和８年１月～３月に
投句された俳句です。優秀な俳句は大島郡俳句
協会さんの解説付きで紹介します。

島景色２～見つめる、島のあしあと～
其の４「片添ケ浜海浜公園」

周防大島の風景と歩みを見つめる番組。今回は、
ヤシの木が並ぶ南国のようなリゾート地『片添
ケ浜海浜公園』を紹介します。

周防大島町政
お知らせリレー８月

広報と連動した周防大島町
からのお知らせをお届けし
ます。

すおうおおしまお元気いき
いき体操～フルバージョン～

日常に必要な筋力を鍛える
体操です。無理のない範囲
で続けてみましょう。

７月２８日～８月３日
ちょび塩 Cooking 2026 年度 夏
～ちょびっとの塩分でおいしく食べて元気に！～

今回は夏野菜をたっぷり使ったメニューです。
食欲が落ちやすい夏でもさっぱりと食べやすい
味付けに仕上げています。

医療・行政 MaaS 事業紹介
『GO!GO!MaaS くん』

周防大島町で進める「医療・
行政MaaS」が分かりやすい
歌になりました。
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休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
日にち 医療機関 連絡先

7 月 26 日㈰ 安本医院 ☎ 73-0822

8 月     2 日㈰ しまかぜ在宅支援診療所 ☎ 78-2533

8 月     9 日㈰ 山中医科歯科クリニック ☎ 72-0152

8 月 11 日㈫㈷ おげんきクリニック ☎ 74-2490

8 月 16 日㈰ 川口医院 ☎ 78-0306

通年
大島病院 ☎ 74-2580

東和病院 ☎ 78-0310

今月の納期

【第２期分】　固定資産税
【第１期分】　国民健康保険税（普通徴収）

　　　　　　介護保険料  （普通徴収）
　　　　　　後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 納期限　７月 31 日㈮

８月の柳井健康福祉センター定例保健事業
相談内容 実施日 時間

骨髄ドナー登録

8月    4 日㈫

 ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 10：00 ～ 10：30

風しん抗体検査 10：30 ～ 11：00

ＨＩＶ抗体検査 13：30 ～ 15：30

心の健康相談 8月 18 日㈫ 13：15 ～ 13：45

思春期・ストレス相談 8月 25 日㈫ 13：00 ～ 16：00

※�無料、要予約（前日までに電話予約）、心の健康相談は１
週間前までに電話予約
問柳井健康福祉センター　☎ 0820-22-3631

人のうごき（６月１日現在）※増減は前月比

人口 12,946 人 （-30）

男 6,060 人 （-14）

女 6,886 人 （-16）

世帯 7,760 戸 （-12）

増：出生　   3 人
　　転入　31 人

減：死亡　36 人
　　転出　28 人

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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政
策
企
画
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印
刷
 中
村
印
刷
㈱
　

○
広
報
す
お
う
大
島
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
：
https://w

w
w
.tow
n.suo-oshim

a.lg.jp　
Ｅ

メ
ー

ル
：
seisakukikaku@

tow
n.suo-oshim

a.lg.jp　

認
知
症
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
地
域
を
目
指
し
て

『
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
お
店
・
事
業
所
登
録
』

を
始
め
ま
す
！

　

周
防
大
島
町
の
高
齢
化
率
は
高
く
、
そ
れ
に
伴
い
認
知
症
の
人

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
町
で
は‶

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
た
い
″
を
地
域
全
体
で
応
援
し
よ
う
と
、

「
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
お
店
・
事
業
所
登
録
」
を
、
令
和
８

年
度
よ
り
始
め
ま
す
。

　

登
録
し
た
お
店
・
事
業
所
へ
は
、
登
録
証
を
発
行
す
る
と
と

も
に
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、『
認
知
症
の
人
に
や

さ
し
い
お
店
・
事
業
所
』
と
し
て
、
広
く
周
知
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
登
録
し
、
皆
さ
ん
が
さ
り
げ
な
く
さ
れ
て
い
る
、
お
店

や
事
業
所
の
や
さ
し
い
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

登
録
申
請
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受
講
者

数
や
実
施
し
て
い
る
や
さ
し
い
取
り
組
み
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
未
受
講
の
お
店
・
事
業
所

の
場
合
は
、
少
人
数
で
も
、
ご
都
合
に
合
わ

せ
て
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


